

















家裁判（1991 年提訴、1997 年勝訴）、ストーンウォール反乱 50 周年記念ニューヨーク大行進
（2019 年 6 月 30 日）などの具体的事例を挙げつつ、同性愛者を蔑視する差別発言を生み出す
構造に疑問を投げかけ、演出される最近の LGBT 歓迎ブームに潜む経済の論理の問題点も指
摘した。



















これは、『クローゼットの認識論』の原著（Eve Kosofsky Sedgwickm, Epistemology of the Clos-
















 2  イヴ・コゾフスキー・セジウィック著、外岡尚美訳『クローゼットの認識論――セクシュアリティ
の20世紀』青土社、1999年、9頁。
 3  全国各地の大学におけるLGBT受け入れの具体例は、『大学時報2019年5月号』（一般社団法人日本
私立大学連盟、2019年5月20日発行、30–59頁）に紹介されている。






























  る者。MtF（Male to Female）は、生物学的に男性でありながら、社会的に女性である者。
 5  第48回全国大学チャプレン会研修会講演――「私たちの周りにいる“LGBT”」「LGBTからSOGI
へ～ともに歩むために～」（2019年7月12日～13日／公益財団法人名古屋YWCA）――における配
布資料を参照。
 6  イヴ・コゾフスキー・セジウィック、上掲書、14頁。 　



































 8  橋内武・堀田秀吾編著『法と言語――法言語学へのいざない』くろしお出版、2012 年、24–31頁。




















































































いる。そういう意味で、キリスト教主義学校としての宮城学院の「多様性宣言」（2019 年 8 月












































する対応指針」（習志野市、2019 年 1 月）、「多様な性のあり方を知り、行動するための職員ガ
イドライン～ LGBT をはじめ多様な性的指向・性自認（SOGI）について理解を深め、行動す
る～」（三重県、2019 年 2 月）などのガイドラインが発表されている。また、LGBT 受け入れ
に向かう大学が増えつつある15。このように、多様な性的指向や性自認・性別違和に対する差
12  ‘ “We’re Left to Defend Ourselves on the Margins”: 8 Black Trans Women Have Been Murdered This 


















































































鹿たれのガラテヤの人たちよ！」（50 年代前半成立とされるガラテヤ 3 章 1 節）、「私に見習え」
（50 年代半ば成立とされるコリントの信徒への手紙（一）4 章 16 節、11 章 11 節）など多数あ



































































12 章 1 節における「なすべき礼拝（hē logikē latreia）」という文言は、当時の宗教・哲学思想
の文脈の中で捉え直さなければならない。「なすべき礼拝」という言い回しは、「言葉の犠牲
（logikas thusias）」21 という言い方で、紀元後 100 年から 300 年にかけて編集されたとされるエ
ジプト起源のヘルメス文書（1. 31; 13. 19, 21）にも見られ22、厳密に言えば、「理性的な仕え方」
を意味する。また、「言葉による、血のない犠牲（logikēn kai anaimakton thusian）」23 という言
い方が、最終的には 200 年頃成立したと思われるレビの遺訓（3 章 6 節）に見い出される。三
世紀の新プラトン学派哲学者ポルフュリオスは「叡智的な犠牲」という言い方を用いている24。











21  ギリシア語テクストは、Ἑρμου του Τρισμεγιστου: ΠΟΙΜΑΝΔΡΗΣを参照（http://www.w66.eu/elib/
html/poimandres.html）。
22  荒井献・柴田有共訳『ヘルメス文書』朝日出版社、1980年、82–83頁、370–373頁。
23  ギリシア語テクストは、チャールズ版を参照。Robert Henry Charles, The Greek Versions of the Twelve 
Patriarchs, edited from nine mss., together with the variants of the Armenian and  Slavonic versions and some 
Hebrew fragments, Oxford Clarendon Press, 1908, p. 34.
24  上掲書（『ヘルメス文書』）、82–83頁。
25  Epictetus, The Discourses as reported by Arrian. Vol. 1 :1. 16. 20ff. The Harvard University Press, 1956, p. 
112; Vol. 2 : 3. 1. 26, 1959, p. 14.































































（1969 年 6 月 29 日）――食い物にされながら自滅的に生きた、虹の向こうのオズの雲をつか
27  Randy Shilts, The Mayor of Castro Street: The Life and the Times of Harvey Milk, New York: St. Martin’s 







むような空想を持った一人の犠牲者、“Somewhere over the Rainbow”で知られるジュディ・ガー




















大な時間と労力が要求されるであろう。6 月 28 日の関連イベントでレディー・ガガ（Lady 
Gaga）が登場したと伝えられた。性的少数者を正面から肯定し、称えるレディ・ガガの『ボー





29  “We Will Not Be Quiet! Stonewall Was a Riot!”: Queer Liberation March Returns Pride to Radical Roots”



























































点を当てた問題提起的な論文を執筆した。“De-centering Biblical Scholarship: Queer Hermeneutics 
Discourses”（『宮城学院女子大学研究論文集第101号』宮城学院女子大学文化学会、2007年6月、
19–34頁）。
32  フェミニスト聖書学者E. S. フィオレンツァは、聖書文学学会会長就任講演においてフェミニスト
的観点に基づく聖書の読み方の方法論を明確に提示している。Elisabeth Schüssler Fiorenza,〝The 
Ethics of Biblical Interpretation :Decentering Biblical Scholarship, ″in Journal of Biblical Literature 107 
（1988）, pp. 3–17. 拙訳は、「聖書解釈の倫理――聖書学の中心点をずらす――」『福音と世界』（新教
出版社、1998年5月号、31–42頁）。

































35  A Greek–English Lexicon of the New Testament and Other Early Christian Literature, 3rd ed. （BDAG）, The 
University of Chicago Press, 2000, p. 613.
36  注39のデイル・マーティン論文を参照
37  David F. Wright, “Homosexuals or Prostitutes? The Meaning of ARSENOKOITAI [I Cor. 6: 9, I Tim. 1:10],” 
in Vigiliae Christianae 38 （1984）, pp. 125–153; William L. Petersen, “Can ARSENOKOITAI Be Translat-
ed by ‘Homosexuals’, ” in Vigiliae Christianae 40 （1986）, pp. 187–191. 
38  ギリシア語テクストの復元と解説は、Adolf Deissmann, Light from the Ancient East: The New Testa-
ment Illustrated by Recently Discovered Texts of the Greco-Roman World, Grand Rapids, 1965, pp. 164–166
を参照。
39  Dale Martin, “Arsenokoitēs and Malakos”, in Sex and the Single Savior : Gender and Sexuality in Biblical 













公開されている全世界の聖書翻訳言語の総数は、2012 年 12 月 31 日現在、2,551 言語という驚

















同性愛否定の聖書的根拠としてしばしば引き合いに出されるレビ記 20 章 13 節――「女と寝
るように男と寝る者は、二人は忌むべきことをしたのであり、必ず死に至らしめられる。彼ら








いる。レビ記 20 章 13 節は、英語訳聖書では通常、“If a man lies with a male as with a woman, 
both of them have committed an abomination; they shall be put to death; their blood is upon them”
（NRSV）と訳されているが、「女と寝るように」（miškĕbĕ-iššâ）は、文字通りには、“lyings of 
a woman”（女の寝ること）である。同様の言い回しは、レビ記 18 章 22 節にも見られる。し
かし、“lying” （miškab）が“lying of a man”（miškab zakar）のように単数で用いられている
場合、それはヴァギナへの（ペニスの）挿入、女性に対する凌辱を指しており（民数記 31 章
17 節、18 節、35 節）、それゆえ「女と寝るように男と寝る」はアナルセックスを意味する。
他方、“lying”が複数形で用いられている場合、それは禁じられた肉体関係に関して用いられ
ている。その他に、“lyings of your father”（創世記 49 章 4 節）という言い方があるが、これは、
息子と義理の母との近親相姦、すなわち、息子による父親の寝床の奪取を指している。いずれ
にせよ、レビ記 20 章 13 節の戒め（「女と寝るように男と寝る者は、二人は忌むべきことをし
たのであり、必ず死に至らしめられる」）を守ることが出来るのは、レズビアンしかいないと
いう指摘は外れていないと思われる。それから、「忌むべきこと」（tô‘ēbâ）は、偶像礼拝（申
命記 12 章 31 節他）、傷のある犠牲獣（同 17 章 1 節）、魔術（同 18 章 12 節）、異性装（同 22
章 5 節）、不正の量り（同 25 章 13–16 節）などに関して用いられている語であるが、レビ記は
これを性的関係にのみ当てはめている（18 章 22 節、26 節、27 節、29 節、30 節）。この語には、
「暗くする、汚す」という含みがあるとも言われている（哀歌 2 章 1 節参照）42。




20 章 13 節を共同体の外部にまで一般化して適用することは実際困難である。というのは、レ
ビ記における同性愛禁止規定は、他の諸国に対してではなく、イスラエル共同体、及び、その




42  Jacob Milgrom, The Anchor Bible: Leviticus 17–22. A New Translation with Introduction and Commentary, 
New York: Doubelday, 2000, p. 1569.






























45  Jacob Milgrom, The Anchor Bible: Leviticus 17–22. A New Translation with Introduction and Commentary, 
New York: Doubelday, 2000, pp. 1789–1790.
46  Richard Trexler, Sex and Conquest: Gendered Violence, Political Order, and the European Conquest of the 
Americas, Ithaca: Cornell University, 1995, p. 71.





























と女はない」（“ouk eni arsen kai thēlu”）――である（ガラテヤ 3 章 28 節49）。これはパウロの
出身地タルソ、あるいは他の地域における小さなキリスト教支部において使用されていたと思
















娶ることもなければ嫁がせられることもない（マタイ 22 章 30 節／マルコ 12 章 25 節／ルカ




音書（68: 22–26; 70: 9–12）、トマス福音書（語録 22、37）、魂の解明（II, 6: 127, 25）、雷・完












50  Wayne A. Meeks, “The Image of the Androgyne: Some Uses of a Symbol of earliest Christianity,” in 
History of Religion 13 （1974 ）, pp. 165–208.
51  ハンス・ディーター・ベッツの学的ガラテヤ書注解（Hans Dieter Betz, A Commentary on Paul’s Let-
ter to the Churches in Galatia, Philadelphia, 1979, p. 195.）に掲載されている関係資料群の該当箇所の
原文テクストを参照。ナグ・ハマディ文書のコプト語テクストは、The Coptic Gnostic Library. A 
Complete Edition of the Nag Hammadi Codices: Volume 2（Leiden: Brill, 2000）を参照。
52  ギリシア語テクストは、下記を参照。Hippolytus, Refutatio Omnium Haeresium, ed. by Miroslav Marc-
ovich, Patristische Texte und Studien; Bd. 25, Berlin : de Gruyter, 1986.
53  分析の詳細は、「お題目から共感・共苦への転換――キリスト教教育の倫理――」と題する上記講
演の修正版原稿を参照。

























56  Kurt Rudolph, GNOSIS: The Nature & History of Gnosticism, HarperSanfrancisco, 1987, pp. 275ff.
57  新免貢『「新」キリスト教入門⑴』燦葉出版社、2019年、105–106頁。
58  コプト語本文は、George W. MacRae, “The Thunder: Perfect Mind,” in The Nag Hammadi Codices V, 
2–5 and VI with Papyrus Berolinensis 8502, 1 and 4, ed. by Parrott, Douglas M. Leiden: E. J. Brill, 1979, 
pp. 234–255を参照。　
59  『雷・完全なる心』の特異性については、下記を参照。Paul-Hurbert Poirier, The Nag Hammadi Scrip-
tures,: International Edition, ed. by Marvin Meyer, HarperOne, 2007, pp. 367–371. 新免貢「神認識の言
説――『雷・完全なる心』の場合――」『研究年報第43号』宮城学院女子大学附属キリスト教文化
研究所発行、2010年、1–29頁も参照。
60  互いに相容れぬ事柄を結び合わせる「謎」の表現形式について、アリストテレスも言及している 
（『詩学』1458a26）。これは、ギリシア文化圏に流布していた社会的遊戯であるにとどまらず、古代
インド文献にも確認される。『アタルヴァヴェーダ』には、「汝は女なり、汝は男なり」という「謎」
言葉がある（Harvard Oriental Series: Volume VIII. Atharva-VEDA SAMHITA X, viii, 27, Delhi: Motilal 
Banarsidass, p. 599）。
61  この時制に関しては、コプト語文法書の説明を参照。Bentley Layton, A Coptic Grammar: Second Edi-




62  Der Midrasch Bereschit Rabba: das ist die Haggadische Auslegung der Genesis, Mit einer Einleitung von F. 
Fürst, Noten und Verbesserungen von J. Fürstund O. Straschun, und Varienten von M. Grünwald, 
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The Christian Ethics of Sympathy and Compassion:  
In Connection with Sexual Diversity and Human Rights
SHIMNEN Mitsugu
Eve Kosofsky Sedgwick argues cogently in one of her foundational books in the field of queer 
theory entitled Epistemology of the Closet（University of California Press, 1990, p. 1）that “virtually 
any aspect of modern Western culture, must be, not merely incomplete, but damaged in its central 
substance to the degree that it does not incorporate a critical analysis of modern homo/heterosexual 
definition.” 
With a view to her fundamental axiom, this paper aims chiefly to establish the Christian ethics of 
sympathy and compassion in connection with sexual diversity and human rights and gives practical 
suggestions about what we should do on our campus so that it may be a vibrant academic communi-
ty, promoting diversity and respecting the human rights. 
Among those topics are included:
1.  Textual critical arguments against homophobic discourses on Rom. 12. 1–2: We offer worship 
to God according to our nature as rational （logikos） human beings, understanding our differ-
ences and experiencing diversity in this world.
2.  A misleading translation of “malakoi” and “arsenokoitai” together in I Cor. 6. 9 as “sexual 
perverts” and “sodomites” reflects the invention of the category of “homosexuality” as an 
abnormal orientation between the end of the nineteenth and the middle of the twentieth cen-
tury. This fact fully corroborates Michel Foucault’s approach to sexuality, which he sees as 
socially constructed.
3.  How not to read the Bible: In its historical context, the ban on homosexuality in Lev. 19. 20 is 
limited to male Jews and inhabitants of the holy land in ancient Israel. Does the ban carry 
universal validity in our modern times?
4.  “Ouk eni arsen kai thēly” in Gal. 3. 28: More literally, “no male and female”, not “neither 
male nor female.” A queer reading of it proves that in Christ everyone is both, namely, “mas-
culifeminine person,” or “feminimascu person” （Dale Martin）.




movement, and the Fuchu Youth Center Trial （1991–1997） in Japan. 
We firmly believe that it is our founding principle of building the double love of God and of our 
neighbor to implement inclusive policies that provide equal opportunity for all members of the aca-
demic community including LGBTQIA, as they learn, study, and work.  
